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ごあいさつ

今年もまた、コンチェルティノ・デイ・キヨートの

定期演奏会をもつことが出来ました。日頃、何かと御

力添えを賜わっています才能教育研究会京都支部の皆

様、関係各位に厚く御礼申し上げます。

今回の定期に先立つ11月3日、発足以来コンサート・

マスターとして、その優れた音楽性と繊細さをもって、

つたない私の棒からその心を受け止め、全体を引き締

めてくれた俊才東田渉君がパイロ､ソトを志し、その訓

練のため、イギリスへ飛びました。このことはコンチ

ェルティノとしては勿論、私にとって全く手痛いこと

でした。 しかし幸、中村剋之君がフランスから帰り、

その席を勤めてくれることになり、（､ソハのホ長調協

奏曲や、長年の念願であったプランデンブルグ6番、

それにチャイコフスキーのセレナーデ等の大曲をプロ

グラムに加えてコンチェルティノの諸君は今回も又元

気一杯、心をこめて演奏してくれることう思います。

十数年歩んで来たコンチェルティノも、発足当時小

学生であったメンバーが、大学を終え就職という時代

になって来ました。才能教育京都支部にも次に続く優

れた人達が、鈴木メ､ノードによって続々育ってはおり

ますが、 コンチェルティノの歴史としてはひとふしの

時期が来たと思います。後に続く次の世代の為(こも何

乍、末長く御鞭達の程、よろしく御願い致しごあいさ

つといたします。

井手章夫（本会会員合奏科指揮者）
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府立大学半
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森田 昭

(コントラバス）
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松村裕美子

(バイオリン）

平安女学院短大2回生

勝馬春美

(バイオリン･ビオラ1
本会バイオリン科指導者
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京都大学
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田原明子

(バイオリン）

京都薬大助手

井手

(指

本会々員

章夫

揮）

合奏科指導者

ｑ
０
ｂ
Ｂ
１
‐
■

二

『
一

．
Ｌ
グ

ー
ｐ
１
回
１

■

=且互
、

ラノ 『
〆 宍、 ．､‐

おり
グ

ノ
ー
‐

「

１
１
州
刊
Ⅷ
Ⅶ
川

米原 徹

(チ エ ロ）

京都大学4回生

新井 覚

（ビオラ）
本会バイオリン科
合奏科)旨導者

長尾まや子

(バイオリン）
大谷大学4回生
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壁瀬雅比古

（チエ ロ）

同志社大学4回生

野村武

(チ工
本会チェロ科
合蕃科IIi導門

水野敬子

(バイオリン）
朱if11.:]ｲ§ 1節生

口）
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丸山美子

(バイオリン）
キリスト教大学卒

鳴海温子

(チェンバロ）

同志社女子大4.回生－

支部事務所京都市左京区下鴨東岸本町24新井覚方TEL(781)7998
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プログラムPROGRAMMA

L'Es↑｢○Armonico op.3 n.2 soI minore……………..……….A.Vivoldi
AdogioeSpicco↑○ Alleg｢○

Lロ｢ghe廿○

Allegro

･ビ､バルデー11 調和の幻想作品3第2番 卜短調･……………･･･………・・

アダージョ ・工・スビカ､ソ |～ アレグ、

ラルゲ､ソト

アレグロ

I

１
１Concerio in fqmoggioreper 3violini……..………….G.Ph・Telemonn

Alleg｢○

Lorgo

Vivoce

Sol isti Y･Motsumu｢q, M.Nogoo, A.Tohoro

BrondenburgConcer↑○ n.6 si bemol lemqggio｢e……………」.S.Boch
Alleqr○

Adoqiomonon ↑｢○ppoｰ

Allegr○

23つのバイオl jンのための協奏曲ハ､長調･……･……･ ･…………･…･テレマン

アレノブロ

ラルコ

ビバーチI

独奏松村裕美子、長尾水や子、 田原日月子

2

3 ブランデンブルﾉブ､協奏曲第6番変口長調

アレグロ

アダージョ ・マ・ノン・ トロッボ

アレグロ

3 ノN、ソノ、
● ●● dD 1D e

■ ●

4Conce｢↑○ inmi moggioreper viol ino..…………………

Alleg｢○

Adogio

Al legroossoi

Sol iSto K.Nokomuro

｣.S.Boch 4バイオリン協奏曲ホ長調.．

アレグロ

アダジョ

アレグロ・アッサイ

』、． J、

｡ ・ ・・・ノ、、 ､／／、凸●■●●■ ⑪●の●●●寺申● ■巳

Ｉ

Ｉ 独奏中村剋之

5Serenc,de indomoggi○｢eper c,rchi op.48 ･･･

Pezzo in formodi Sonofino(Andontenon tr○ppo Al leg｢O
Wqlzer(Modero↑o Tempodi volse)
E|弓gie(Lorghe↑↑○elegioco)

FinoleTemoRusso(AndonfeAl legroconspiri↑○）
〃

,…….P.TschcI i l＜○wski

moderq↑○）

5絃楽セレナーデハ長調作品48…………･…………････…･子1'イ 1フスキー

、ノナチネ形式の小曲（アンダンテ・ノン． 卜「1 ､ソ,l< アレノブn･モデラート）

ワルツ （モデラート）

エレジー（ラルケット ・エレジアーコ）

ロシアの主題によるフィナーレ （アンダンテアレグ[1 ･ Z]ン・スピ| j－卜）
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曲目解説
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調和の幻想

第2番 卜短調

ピバルデイの協葵IIIII,l、その(<1と/,.<L=･が趣・緩・急の3*P;fで作!~),ll、 、1111,1;

の新（ ，ぃ協奏llilの様式をとっているが、初期の作I1I I11でん)論「洲ｨⅡの幻想」の!|!

に( 'i、 <k/､要11f風な 1 l，ルIJの介奏協奏IIIIの形を残Iﾉて（ 、るI )のが含J､+1る。こ

の鋪2謡（ ） ･その一一)で、 2本のバイオIJン4二 1本の「 | { lfr-独萎部(Lz 1，、教会

協奏III1に準じ/: -4*fif/）､ら収うている。鋪l楽『if1 . 1.次のノノレ′/l 1への導入|'fIMIり

な役',iFllをI ) /)、 'n々しいfⅡ:i''fの連続|,1教会風の印象沓-賊くり.えるが、鋪2楽↑;f

でI ｢L(() 1 ，名禍推な’ jズムの迫ﾉJや、 ド降･ 1:},1.1.fIM;Y(7):li.f｣|､ﾉ&肱吋!I({に、鋪3来噸

でI ,il~ 『 ･） ､ｿｰｱ’" Iﾉ､]部や|､ ,･ノ ､ソァr<－ ［－ ，ノl i ([言の|州での極lfjの変化に!It点/j《移る。

終来噸I ,l低『'fの{ !LIj. l ,( ､卿jさ告作なう速い含ノー'でん〕葱〕。

P.Tschaikowski

( 184()～1893)
J.S.Bach(1685～1750)

アントニオ・ピバルディ
（1675～1741)

三つのバイオリンイタ| 1 )7, ノランス‘ ′'〈－ランドなど、各地のスタrルイr巧‘"にとり人ｲ!/こ

のための協奏曲新鮓な杵想、親I 'みやす( ､ ､｢息11jiな表現にJ､って、 丁| / ､Vシの肝楽{ ｡1､ '1時了'－1 ’
”ノバで雌,l.fiの!;､IVIlliをイリ:てい/&-｡ 1733年の器楽合奏llli雌「ターノ ［ルムジ 'ﾌ」

へ長調
（食!liの汗楽）の,'l'!版にrb>/1- -うて|,I､ 、彼i' 1身;製版の作堆｛､彦猴低-7(j､波の力の人

イ’ようでん） ､/‘ - (I ･産,| )イ’るが、その予約片諸姉{FI,1ヘン丁.ル， ノノ『当ノ!'シ､ソ, |一" | /

ンテル群を含r( ) 185j/i/)f,;Lぃィ'、彼の名声ｨ'- I ，の|,riナ命。この協奏illli,i勺 ノ

Iルム寺ノーノフ輔2雌の輪3冊にrｹ)た【j、典刎的なr'iJ I j ノノ肌協葵III1の形をと．〕
ケオルワ.フィリップ・

テレーマン ていゐが、独奏部の技巧的な劫外圦､〕、 ’1､f折l j現イ〕ｲ'る.,睡炎イア-〕＜J､うなl jズム
(1681～1767) 強弱の変化{ ｡lテ| / ､fンの才裁を物語）ている。

I Ijg年11､ド代の（､ソハ( ｡1， 1－．バルJ2 1"の協餐III1をI 'iじ(V〕、 多くの-すぐｲl/.-汗楽家

の作IIIf!を熱,じ､に研‘先(,/&-が、 ノノー丁ンの楽｣之とI ，て優秀な楽1 ,Nを丁罵 ! | !［すると、

その成果を示す･ように器楽合奏llllの橘作fr統々と作Ililし/1-．このIII1 I )その・つ

で、 ′j典『廷楽1 ,11の･片職奏荷 l I グノ ・ ．ノ I I=｡－丈の独奏で油養<式ィ1 /&, ( >の<l忠ィ〕

イ1る。鋪i碑のｲｳﾐ'.i,;IMJ~ [ j l )一）i'f独奏の優位が!"I;II11古イ1 、技巧的な･帷や/j,<t/）く

多く収入ｲ1 ‘3ｲ1ている。 ﾉj枕い分敞fl l i''fのi；辿I .l､独奏を- ( )fr(V)て輪l楽噸や体

を炊く支配してお[ j 、鋪2*fif(7)低i'f(J)旋仲と独奏(I 二のk･I比や、縮3楽噸の激

しい群蹄的な助き(リヒに、従>に('ﾉ)協葵l l ll/）､喝虹に‐歩を進め/､~スノノ ルの人古

くWﾔｰ示す{)ので(わる。

バイオリン協奏曲

ホ長調

ヨハン.セバスチ1'ン･バッハ

(1685～1750)

ブランデンブルググーテンの．f;nf廷楽川の/こめに作られたプランデンノルグ協奏llil6曲のうち蛾

協奏曲第6番 （’ I I'-<、 1718年IE作IIIIさｲ1た。ビオラ．勺．ブラ"′ 「 12, k.4ラ．ダ． ブブン
/Y2, 7III(1 )'n餐低汗(Iいう(v)ずﾙう（ ，い繩成で、 ノ仁求1 ､ 1.各バー|- I人す＝〕で

変ロ長調
減奏r,,ll /､ -｡ rlうそらく（．､ノハが'一・オフを、価1 111/4,|〈ル,－ 1』 I身( 'l､ ノiン（を受排

〕/‘ ､ （)のでん)/) -)｡ !, 1'ﾘIiの陸（ 、ﾉﾌﾉﾝｨ1- | (I(;(V)(' : I ，て、 2本の,三・4-ﾌが令illlを

通じて1劃単的､7:jj,)fr･ (1冒 1 J 、第2¥?;fで(<l､ガンバ/)《体l l: I ，て,－ ， ノ4，ノナタの形[1Z

なる。 〕血術の恵I味での協奏l lllと'よかなり異-)/&､作11I11で「し〕る/)f、鋪l ･3楽瀬で

（‘’ '～ '当〕 ､ソテ’'にｲ:I1､'1-する楽句が操返して現イ)イIるのが兄らイ，、（､､ノハ(flここで

ヨハン.セバスチヤン.バッハ協奏IIIIと|～ ’ ノオ､ノナタを融合する新しい‘欲みを行なうたJ､うに兄える。渋い,ﾉ､］
（1685～1750) I而的感勁をリスる不朽の橘作の一つで〃>る。

1911t糸Llの数少ない絃楽合奏III1の)/ ]、雌{)I上§＜親（ ，まれる作【!If1で、 188()～81

年の作で〔ザ〕る。絃楽器/､=I I(ﾉ)合奏でrfF)Zf)に( )/)、 、イ)ﾚﾆ)ず、 すぐ~ｲ1 /.-F11苑にJ～ ）

てん)<1.i,)/)､な変化に1|;ii/,./,ご色彩/）『'li(/fi1 l '! (、イ1ている。 lli1 l ｡L､ 1,j' 1 )－ル瓜の>l l:

人なl i･自餐にいに｡ Iﾐる/)〈、 ‘一{1 1 .1"l楽噸の雌後(1 -輪4栞『;fの終り近く( & I w"H. ( ，、

〔， ‘ぅに鋪4*fifの1ﾐ辿/)<| , rl l ;'|'l･絡ｲr排)&=(I : (r｡ |､ l )fllllを統一する役llfr%LI,

(~いる。彼の好人/ざ汗階的進行| ､l､ ‘、の1IIIでI )ﾉ盛ん[『川いらｲl知が、 令IIIIの1乞甥

1皇地が( l､(' /,,<' .すべて侭‘淵でr(ﾊ鍋/､ (V)、比!|咬的1 1jlふい感l ;ffjj-える部分/)〈多いc

スラノ的な.II!『緒は楽噸/)《進《{ ) (r-)イ1て次輔に11.fi @kI j 、鋪4*fifl "L｢r/ノノ限,瀧令

i晶哩4- l ，て抵烈な1 1<ル1.－‘r- i ) うて峡|刑する。

絃楽セレナーデ

ハ長調

ピョートル･チヤイコフスキー
(1840～1893)
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SO本のスピーカーからお好みの音が撰択出来る

京都唯一のスピーカーシステム

。音と電化製品の殿堂

化製品つ……一デイ雷1F…………… オ ・パーF オ ツ ↓

取扱ﾒｰｶｰ蒻昊聿購茅三面濤多ぢ発騨夕ろその他外国製品
中京区河原町三条上ルー筋目東入ル壷231-4475電化製品 221－2334サービス221－4212オーディオ

ト

ン

内
小
レ

科

児科

トゲン科
白数医院

京都市中京区錦小路通室町西入

医師白数久兵衛 電話（221） 1280番

L



[
蜀
知
４
１
１
１

｡

１
１

主催／社団法人才能教育研究会京都支部

廷 一


